
知的障害のある方も 
避難されています 

お手伝いのポイント 

 

・人が多くなく、静 
 かなスペースを確 
 保して、落ち着け 
 る環境を提供して 
 ください。 

・静かな（人が少ない） 
 場所に誘導して、本人 
 が落ち着くまで見守り、 
 話を聞いてください。 
・普段接している方に 
 確認してください。 
 
 
 

・通じにくい時は、 
 身ぶり・手ぶり 
 を使ってみて下 
 さい。 
・絵や写真があれ 
 ば、実物を見せ 
 ることで通じる 
 こともあります。 

 
・ゆっくり、やさしく 
 聞いてください。 
・話を聞くときは焦ら 
 ず相手のペースに合 
 わせてください。 
 

困りごと 

        ・不安からパニッ         
         クになることが 
         あります。 
         例）その場から 
           動けない、 
           頭をたたく 
           など 
 

       ・困っていても、自 
        分のことやその内 
        容をうまく伝えら 
        れないことがあり 
        ます。 
 

      ・感覚の過敏さがある 
       大きな音や特定の音    
       が苦手、痛みに気づ 
       かないなどもありま 
       す。 
 

       ・言葉を使ったり抽 
        象的なことを考え 
        るのが苦手で、状 
        況の理解に時間が 
        かかることがあり      
        ます。 
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